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表 2-34 京丹後市指定文化財(2/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：京丹後市資料 
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表 2-35 京丹後市指定文化財(3/3) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：京丹後市資料 
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表 2-36 国指定・登録文化財 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：京丹後市資料 
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表 2-37 京都府指定・登録文化財(1/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：京丹後市資料 
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表 2-38 京都府指定・登録文化財(2/2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：京丹後市資料 
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表 2-39 天然記念物の概要 

名称 概要 備考 

若宮神社の 

スダジイ 

胸高幹周 6.32ｍ・樹高 16ｍ・推定樹齢約 400 年を測る古木で

ある。幹周では町内第 2 位、樹高・推定樹齢では町内第１位で

ある。主幹の根元が空洞化しているという特徴が見られる。 

 スダジイが立地する若宮神社境内は、シイ・カシを中心とし

てスギ・ヒノキ・サカキを含む常緑樹を主体とする社叢を構成

している。その中には、アベマキやスギの巨樹を含んでいる。 

 このスダジイは、町内随一のシイの木であり、主幹の根元が

空洞化している様子などに特徴が見られ貴重なものといえる。 

市指定天然

記念物 

（大宮町） 

内山の大ブナ 

高山（標高 702ｍ）山頂から少し下った標高 680ｍ地点に立地

している。周辺のブナ林は、宮津市にまたがる 30ha 以上の面積

があり、近畿地方有数の規模を誇るものである。ブナ林では、

100 種を超す樹木や山野草、そして 89 種の野鳥も確認されてい

る。 

 内山の大ブナは、胸高幹周 3.65ｍ・樹高 32ｍ・推定樹齢約 350

を測る京都府下で一番のブナの巨木である。地上 1.5ｍのところ

で主幹が 3本に分かれ、そこから枝が多数伸びている。 

 近畿地方有数のブナ林の中において、単木として京都府下で

最も大きなブナであり、内山のブナ林を象徴するものといえる。 

市指定天然

記念物 

（大宮町） 

アベサンショウ

ウオ 

種の保存法による保護種。環境庁レッドリスト 2000 年版に掲

載。府指定の天然記念物。全国的、府内ともに発見例が少ない。

本府に基準産地がある。限定された環境を生息場所としている

ため、環境変化に弱く減少傾向にある。環境指標性が高い。 

府指定天然

記念物 

（丹後地方

全域） 

鳴き砂 

琴引浜は、全長が約 1,800ｍあり、そのすべてが鳴き砂の浜と

なっている。鳴き砂は鳴り砂ともいうが、ちょっと動かせば音

が出る砂のことで、その昔、日本列島には至るところに真っ白

な砂浜があり、足跡一つない砂の上を歩けば「クックッ」と鳴

いていたが、現在では限られた浜しか鳴くことはない。 

市指定天然 

記念物 

（網野町） 

郷村断層 

昭和 2（1927）年 3 月 7 日に発生した北丹後地震（Ｍ＝7.3）

で出現した 2本の地震断層のうちの一つ（他は山田断層）。網野

町浅茂川西方から下岡、高橋、郷、生野内を経て峰山町、大宮

町口大野へ至る全長 18km の地震断層が出現した。明治以後、日

本の地震断層は約 20 例しかないこと、昭和 2（1927）年の地震

時に山田断層とともに共役系地震断層が生じたこと、初めて科

学的な地震及び断層調査が行われたこと、「活断層」という用語

が日本で最初に用いられた点などで重要である。なお、国の天

然記念物として高橋、郷、生野内の三地点において断層が保存

されており貴重である。 

国指定天然

記念物 

（網野町） 
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文化財位置図 

 



 
２．地域の環境評価 

   
 

68

2.1.4 生産環境 

（１） 産業・経済条件の概要 

産業別の就業者数については、平成 12 年に第 3 次産業が第 2 次産業を上回り、48.7%で最

も多くなっている。 

農業については、年々農家数の減少が続いており、農業粗生産額も平成 7 年以降に大きな

減少がみられた。しかし一方、農業就業人口 1 人当りの農業粗生産額は 172 万円で京都府内

市平均（京都市を除く）を上回っている。主な生産品目は米で、粗生産額全体の 49.1%を占

めている。 

漁業については、海洋資源の減少などにより、生産量が減少傾向にある。漁獲量の内訳で

は、魚類が最も多く 76.1%を占めているが、近年はカニなどの水産動物類の割合も高くなっ

ている。 

工業については、繊維工業が中心で、これまで全国的な不況とともにちりめん業の構造的

不況などから、従業者数や製造品出荷額等の減少傾向が続いていたが、平成 14 年には機械金

属工業が好調で、出荷額等が増加に転じている。工業従業者１人当りの出荷額等は、京都府

内市平均（京都市を除く）と比較して低い水準に留まっている。 

商業については、従業者数は横ばいであるが、販売額は近年減少傾向にある。小売業の購

買力流出率※を近隣市町と比較すると、京丹後市は 0.84 となり、やや低い水準となっている。 

※購買力の流出入率とは、一定地域の商業規模を表す指標で、実際の人口に府平均の 1 人あたり年間小売販

売額を乗じた潜在購買力に対する実際の年間販売額の比率。 

 

表 2-40 産業別就業人口 

（単位：人)

第一次
産業

第二次
産業

第三次
産業

計

峰 山 町 527 2,608 3,910 7,045

大 宮 町 503 2,690 2,691 5,884

網 野 町 563 4,051 4,141 8,755

丹 後 町 466 1,485 1,731 3,682

弥 栄 町 398 1,239 1,447 3,084

久美浜町 1,272 2,062 3,042 6,376

京丹後市 0

3,729 14,135 16,962 34,826

(10.7%) (40.6%) (48.7%) (100%)
計

平成12年

 
 資料：国勢調査（平成 17 年度確定値は未発表） 
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（２） 農業・農村の構造と動向 

① 農家戸数 

本市の農家戸数は年々減少しており、平成 2 年から平成 12 年の 10 年間で 1,000 戸以上も

減少している。旧 6町すべてにおいて、減少傾向にある。 

表 2-41 農家戸数 

（単位：戸)

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

峰 山 町 913 852 771 537

大 宮 町 825 763 664 422

網 野 町 607 546 516 258

丹 後 町 680 600 539 260

弥 栄 町 775 665 567 362

久 美 浜 町 1,788 1,623 1,469 997

5,588 5,049 4,526 2,836

(100.0%) (90.4%) (81.0%) (50.8%)

京 丹 後 市
計

 

 ※平成 2・7・12 年は総農家、平成 17 年は農業経営体（総数）の数値 

 資料：農業センサス（確定値） 
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図2-28 農家数の推移（確定値済） 
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② 専兼別農家戸数 

専業・兼業別農家戸数を見ると、第 2 種兼業農家が大部分を占め、平成 17 年の販売農家

2,788 戸のうち専業農家が 501 戸で 18.0%、第 1種兼業農家が 374 戸で 13.4%、第 2種兼業農

家が 1,913 戸で 68.6%となっている。 

表 2-42 専兼別農家戸数 

（単位：戸)

専業
第一種
兼業

第二種
兼業

計 専業
第一種
兼業

第二種
兼業

計 専業
第一種
兼業

第二種
兼業

計

峰 山 町 49 80 542 671 63 44 509 616 87 66 378 531

大 宮 町 59 97 401 557 70 64 356 490 71 73 271 415

網 野 町 60 71 230 361 58 40 230 328 51 58 145 254

丹 後 町 35 55 287 377 41 38 256 335 59 30 168 257

弥 栄 町 59 65 352 476 62 48 309 419 62 51 242 355

久美浜町 154 171 905 1,230 138 96 849 1,083 171 96 709 976

416 539 2,717 3,672 432 330 2,509 3,271 501 374 1,913 2,788

(11.3%) (14.7%) (74.0%) (100%) (13.2%) (10.1%) (76.7%) (100%) (18.0%) (13.4%) (68.6%) (100%)

平成12年 平成17年平成7年

京丹後市
計  

 ※平成 7・12 年は販売農家、平成 17 年は農業経営体 販売農家（総数）の数値 

 資料：農業センサス（確定値） 

専業農家は世帯員の中に兼業従事者（調査期日前 1年間に 30 日以上雇用。兼業に従事した者または調査期日

前 1年間に販売金額が 15 万円以上ある自営兼業に従事した者）が一人もいない農家をいう。 

兼業農家は、世帯員の中に兼業従事者が 1 人以上いる農家をいう。第 1 種兼業農家は、農業所得を主とする

兼業農家をいう。第 2種兼業農家は農業所得を従とする兼業農家をいう。 

 

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
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平成17年

515

416
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第一種兼業

第二種兼業

 
 

図2-29 専兼別農家戸数（確定値） 

 ※平成 7・12 年は販売農家、平成 17 年は農業経営体 販売農家（総数）の数値 
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③ 主副業別農家数 

主副業別農家数を見ると、65 歳未満の農業従事者がいる主業農家は 308 戸であり、全体の

１割程度となっており、65 歳未満の農業専従者のいる農家が少ない。 

また、集落別では、65 歳未満の農業専従者がいる農家戸数は、平成 12 年で 0 戸から 3 戸

の集落が多くなっている。10 戸以上の集落が市内でわずか 4 集落のみである。集落別の 65

歳未満の農業専従者の図面を次ページに添付する。 

表 2-43 主副業別農家数 

（単位：戸)

65歳未
満の農
業専従
者がい
る

65歳未
満の農
業専従
者がい
る

65歳未
満の農
業専従
者がい
る

65歳未
満の農
業専従
者がい
る

峰 山 町 616 45 32 160 39 411 531 59 39 117 31 355

大 宮 町 490 52 45 111 42 327 415 48 41 78 27 289

網 野 町 328 60 55 76 26 192 254 62 56 46 14 146

丹 後 町 335 34 24 92 28 209 257 37 30 51 10 169

弥 栄 町 419 45 38 75 15 299 355 51 41 67 21 237

久美浜町 1,083 126 108 251 73 706 976 116 101 177 46 683

3,271 362 302 765 223 2,144 2,788 373 308 536 149 1,879

(100.0%) (11.1%) (9.2%) (23.4%) (6.8%) (65.5%) (100.0%) (13.4%) (11.0%) (19.2%) (5.3%) (67.4%)

京丹後市
計

平成12年

計

主業農家 準主業農家

副業的
農家

平成17年

計

主業農家 準主業農家

副業的
農家

 

 ※平成 7・12 年は販売農家、平成 17 年は農業経営体 販売農家（総数）の数値 

 資料：農業センサス（確定値） 
主業農家は農業所得が主で 65 歳未満の自営農業従事 60 日以上の者がいる農家。準主業農家は農外

所得が主で 65 歳未満の自営農業従事 60 日以上の者がいる農家。副業的農家とは 65 歳未満の自営農業

従事 60 日以上の者がいない農家（販売を行わなかった農家含む）。農業専従者とは、自営農業従事日

数が 150 日以上の人。 
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65 歳未満主業農業専従農家戸数（2000 年）図面 
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④ 農業労働力保有状態別農家数 

販売農家のうち、専従者のいる農家の割合は、市全体で 43.7%であるが、このうち 65 歳未

満の専従者のいる割合は 17.1%、60 歳未満の男子専従者がいる割合は 10.0%となっており、

全体に占める割合は少ない。 

表 2-44 農業労働力保有状態別農家数（平成 17 年） 

（単位：戸)

60歳未満の男子
専従者がいる

60歳未満の女子
専従者がいる

峰 山 町 531 204 74 39 10 327 139

大 宮 町 415 198 71 35 18 217 96

網 野 町 254 139 73 58 33 115 57

丹 後 町 257 132 43 19 12 125 57

弥 栄 町 355 149 64 38 18 206 86

久美浜町 976 396 153 91 59 580 272

2,788 1,218 478 280 150 1,570 707

(100.0%) (43.7%) (17.1%) (10.0%) (5.4%) (56.3%) (25.4%)

京丹後市
計

準専従者も
いない

計
65歳未満の専
従者がいる

専従者あり 専従者なし

 
 ※農業経営体 販売農家（総数）の数値 

 資料：平成 17 年農業センサス（確定値） 
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⑤ 農家人口 

農家人口についても旧 6 町全てにおいて減少傾向にあり、昭和 55 年で 31,005 人であった

農家人口は平成12年では19,245人となっており、昭和55年当時の約6割程度となっている。

旧町では、特に網野町、丹後町での減少が大きい。 

集落別では、平成 12 年の農家人口は、平成 2年と比較すると全集落で減少し、増加してい

る集落はない。丹後町や網野町で減少率の高い集落が多く、一方、久美浜町では減少率の低

い集落が多い。集落別農家人口の推移状況を次ページに添付する。 

表 2-45 農家人口 

 （単位：人） 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 ※
平成17年

5,369 4,783 4,061 3,735 3,401 2,272

100.0% 89.1% 75.6% 69.6% 63.3% 42.3%

4,810 4,370 3,592 3,204 2,838 1,695

100.0% 90.9% 74.7% 66.6% 59.0% 35.2%

4,334 3,642 2,865 2,504 2,301 1,133

100.0% 84.0% 66.1% 57.8% 53.1% 26.1%

3,642 3,232 2,697 2,287 2,036 1,001

100.0% 88.7% 74.1% 62.8% 55.9% 27.5%

4,192 3,885 3,325 2,817 2,390 1,499

100.0% 92.7% 79.3% 67.2% 57.0% 35.8%

8,658 8,451 7,702 6,915 6,279 4,113

100.0% 97.6% 89.0% 79.9% 72.5% 47.5%

31,005 28,363 24,242 21,462 19,245 11,713

100.0% 91.5% 78.2% 69.2% 62.1% 37.8%

峰 山 町

大 宮 町

網 野 町

京丹後市
計

丹 後 町

弥 栄 町

久美浜町

 
 資料：農業集落カード、平成 17 年農業センサス（確定値） 

 ※平成 17 年は、農業経営体 販売農家（家族経営）の数値 

 ※比率は、昭和 55 年を 100%とした増減率 
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集落別農家人口推移図面 
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65 歳以上の農家人口は、旧 6 町のなかでは、久美浜町で特に増加が目立つ。昭和 55 年と

比較すると約 2割近く増加している。その他の町で、増加しているのは大宮町である。 

一方減少しているのは、峰山町、網野町、丹後町、弥栄町で、中でも網野町の減少率が大

きく、昭和 55 年と比較すると 8割程度となっている。 

集落別では、平成 12 年の農家人口に占める 65 歳以上の割合は 29.5%で、町別では久美浜

町と丹後町で 30%を超えており、他町と比較するとやや高い傾向にある。集落別の状況では、

久美浜町、弥栄町、丹後町で 50%を超える集落が見られる。集落別の 65 歳以上の農家人口の

状況を次ページに添付する。 

表 2-46 農家人口（65 歳以上） 

 （単位：人） 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 ※
平成17年

949 928 863 918 938 699

100.0% 97.8% 90.9% 96.7% 98.8% 73.7%

794 824 757 869 841 568

100.0% 103.8% 95.3% 109.4% 105.9% 71.5%

772 705 583 626 658 355

100.0% 91.3% 75.5% 81.1% 85.2% 46.0%

710 658 597 628 641 356

100.0% 92.7% 84.1% 88.5% 90.3% 50.1%

759 816 751 739 702 478

100.0% 107.5% 98.9% 97.4% 92.5% 63.0%

1,604 1,720 1,717 1,875 1,889 1,381

100.0% 107.2% 107.0% 116.9% 117.8% 86.1%

5,588 5,651 5,268 5,655 5,669 3,837

100.0% 101.1% 94.3% 101.2% 101.4% 68.7%

弥 栄 町

久美浜町

京丹後市
計

峰 山 町

大 宮 町

網 野 町

丹 後 町

 
 資料：農業集落カード、平成 17 年農業センサス（確定値） 

 ※平成 17 年は、農業経営体 販売農家（家族経営）の数値 

 ※比率は、昭和 55 年を 100%とした増減率 
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集落別農家人口（65 歳以上）図面 
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⑥ 農業就業人口 

平成 17 年の農業就業人口（農業従事者のうち主に自営農業に従事した世帯員数）は、市全

体で 4,163 人いるが、65 歳以上の高齢者が全体の 7割近くを占めており、農業従事者の高齢

化が進んでいる。 

 

表 2-47 農業就業人口（平成 17 年） 

（単位：人)

15～29歳 30～39歳 40～59歳 60～64歳 65歳以上 合計

峰 山 町 46 16 89 87 527 765

大 宮 町 40 14 60 62 418 594

網 野 町 34 19 82 36 243 414

丹 後 町 25 8 43 54 282 412

弥 栄 町 41 11 55 60 348 515

久美浜町 106 28 184 126 1,019 1,463

292 96 513 425 2,837 4,163

(7.0%) (2.3%) (12.3%) (10.2%) (68.1%) (100.0%)

京丹後市
計

 

 ※農業経営体（家族経営）の数値 

 資料：平成 17 年農業センサス（確定値） 

 

0 20 40 60 80 100

峰山町　　　765人

大宮町　　　594人

網野町　　　414人

丹後町　　　412人

弥栄町　　　515人

久美浜町　1,463人

京丹後市　4,163人
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6.7

8.2

6.1

8.0

7.2

7.0

4.6

11.6

10.1

19.8

10.4

10.7

12.6

12.3

11.4

10.4

8.7

13.1

11.7

8.6

10.2

68.9

70.4

58.7

68.4

67.6

69.7

68.1

構成比 (％)15～29歳 30～39歳 40～59歳 60～64歳 65歳以上

※3％未満の表示は割愛  
図2-30 農業就業人口（平成 17 年）（確定値） 
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⑦ 経営耕地面積 

経営耕地面積は平成17年で3,593haであり、平成7年の4,059haから466ha減少している。

全耕地面積 3,593ha の内訳は田が 2,896ha で全体の 80.6%、畑は 585ha で全体の 16.3%、樹園

地が 111ha で 3.1%となっている。 

 

表 2-48 経営耕地面積 

（単位：ha)

田 畑 樹園地 計 田 畑 樹園地 計 田 畑 樹園地 計

峰 山 町 637 57 1 695 318 177 23 518 532 34 1 567

大 宮 町 584 65 1 650 557 73 1 631 498 69 0 567

網 野 町 326 178 23 527 318 177 23 518 268 164 20 452

丹 後 町 365 55 6 426 356 44 6 406 292 73 5 371

弥 栄 町 463 69 1 533 445 105 0 550 420 126 9 554

久美浜町 1,002 144 82 1,228 982 142 74 1,198 886 119 76 1,081

3,377 568 114 4,059 2,976 718 127 3,821 2,896 585 111 3,593

(83.2%) (14.0%) (2.8%) (100%) (77.9%) (18.8%) (3.3%) (100%) (80.6%) (16.3%) (3.1%) (100%)

平成17年平成7年 平成12年

京丹後市
計

 

 ※平成 7・12 年は総農家、平成 17 年は農業経営体（総数）の数値 

 資料：農業センサス（確定値） 
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⑧ 作付面積 

平成 15 年に作付けされた作物は、作付け延べ面積のうち稲が 61.1%、野菜が 14.1%、豆類

が 6.6%となっており、作付け延べ面積は耕地面積（京丹後市合計 5,160ha）を下回り、耕地

利用率は 80%程度となっている。 

表2-49 作付面積 

※上段：作付面積，　下段：面積割合 （単位：ha，％)

稲 麦類 かんしょ 雑穀 豆類 野菜 果樹
工芸
農作物

飼肥料
作物

その他
作付延
べ面積

耕地
利用率

525 0 9 1 39 84 9 3 2 32 704
(74.6%) (0.0%) (1.3%) (0.1%) (5.5%) (11.9%) (1.3%) (0.4%) (0.3%) (4.5%) (100.0%)

463 - 6 3 35 99 9 19 6 12 652
(71.0%) - (0.9%) (0.5%) (5.4%) (15.2%) (1.4%) (2.9%) (0.9%) (1.8%) (100.0%)

307 0 8 1 11 91 46 16 81 27 588
(52.2%) (0.0%) (1.4%) (0.2%) (1.9%) (15.5%) (7.8%) (2.7%) (13.8%) (4.6%) (100.0%)

292 0 6 6 23 62 11 2 65 9 476
(61.3%) (0.0%) (1.3%) (1.3%) (4.8%) (13.0%) (2.3%) (0.4%) (13.7%) (1.9%) (100.0%)

369 - 19 13 22 87 17 31 23 27 608
(60.7%) - (3.1%) (2.1%) (3.6%) (14.3%) (2.8%) (5.1%) (3.8%) (4.4%) (100.0%)

708 4 13 37 157 191 142 20 28 26 1,330
(53.2%) (0.3%) (1.0%) (2.8%) (11.8%) (14.4%) (10.7%) (1.5%) (2.1%) (2.0%) (100.0%)

2,668 4 61 61 287 615 234 91 205 133 4,364
(61.1%) (0.1%) (1.4%) (1.4%) (6.6%) (14.1%) (5.4%) (2.1%) (4.7%) (3.1%) (100.0%)

81.6

81.1

80.7

87.5

83.4

京丹後市
計

久美浜町

弥 栄 町

丹 後 町

網 野 町

大 宮 町

峰 山 町

88.1

 
 資料：平成 15 年作付面積調査（京都農林水産統計年報 平成 15～16 年） 

 

⑨ 経営耕地面積規模別農家数 

経営耕地面積規模別農家数は平成 17年現在で 0.5～1.0ha の農家が最も多く、全体の 39.4%

を占めている。次に多いのは 0.3～0.5ha で全体の 23.6%を占めている。 

表2-50 経営耕地面積規模別農家数（平成 17 年） 

（単位：戸)

0.3ha
未満

0.3～
0.5ha

0.5～
1.0ha

1.0～
1.5ha

1.5～
2.0ha

2.0～
3.0ha

3.0～
5.0ha

5.0ha
以上

計

峰 山 町 5 130 226 75 37 38 20 6 537

大 宮 町 7 96 155 66 39 23 19 17 422

網 野 町 5 54 86 38 15 26 20 14 258

丹 後 町 3 85 99 30 11 9 11 12 260

弥 栄 町 6 69 146 63 20 12 18 28 362

久美浜町 17 235 406 171 62 59 28 19 997

43 669 1,118 443 184 167 116 96 2,836
(1.5%) (23.6%) (39.4%) (15.6%) (6.5%) (5.9%) (4.1%) (3.4%) (100%)

京丹後市
計

 
 ※農業経営体（総数）の数値 

 資料：平成 17 年農業センサス（確定値） 
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⑩ 農業経営組織別農家数 

経営組織別農家数では、複合経営農家は少なく稲作単一経営農家が多い。 

久美浜町では果樹の経営が多く、網野町では露地野菜の経営が多い。また、複合経営は久

美浜町で多く見られる。 

表 2-51 農業経営組織別農家数（平成 17 年） 

（単位：戸)

峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町 久美浜町
京丹後市
計

農産物を販売した農家数 451        358        221        228        312        866        2,436     

稲作 402        302        122        154        241        559        1,780     

雑穀・いも類・豆類 2           -           2           -           5           6           15          

工芸農作物 -           -           3           -           2           2           7           

露地野菜 2           2           13          -           -           3           20          

施設野菜 4           2           3           10          1           11          31          

果樹類 -           -           10          3           1           37          51          

花き・花木 1           -           -           -           2           -           3           

 その他の作物 -           -           2           -           1           2           5           

酪農 -           -           6           -           1           1           8           

肉用牛 -           -           1           3           3           1           8           

養鶏 1           -           1           -           1           1           4           

稲作が主位で2位が
雑穀・いも類・豆類

8           5           3           2           10          70          98          

露地野菜が主位 -           2           11          -           1           8           22          

施設野菜が主位 5           3           5           15          5           21          54          

果樹類が主位 -           -           4           3           -           18          25          

  花き・花木が主位 1           -           1           1           -           -           3           

酪農が主位 -           -           1           -           -           -           1           

肉用牛が主位 1           -           -           2           2           3           8           

その他 -           6           6           4           13          22          51          

複合経営農家 8           17          19          17          12          73          146        

単
一
経
営
農
家

準
単
一
複
合
経
営
農
家

 

 ※農業経営体（総数）の数値 

 資料：平成 17 年農業センサス（確定値） 
「単一経営農家」、「準単一複合経営農家」、「複合経営農家」とは、農産物販売金額 1 位部門の販売

金額が、総販売金額のそれぞれ 8割以上、6割以上 8割未満、6割未満を占める農家。 
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⑪ 販売金額規模別農家数 
販売農家の販売金額規模を見ると、販売なしから 50 万円未満の農家が全体の約 52%を占め

る。100 万円未満では約 70%となり、500 万円以上は全体の約 7%に過ぎない。 

表 2-52 販売金額別農家数（平成 17 年） 

（単位：戸)

販売
農家

販売
なし

50万円
未満

50～
100万円

100～
200万円

200～
300万円

300～
500万円

500～
1000万円

1000～
2000万円

2000万円
以上

531      81      222    100      65        35        19        7           1           1           
(100.0%) (15.3%) (41.8%) (18.8%) (12.2%) (6.6%) (3.6%) (1.3%) (0.2%) (0.2%)
415      58      145    78        76        23        19        8           5           3           

(100.0%) (14.0%) (34.9%) (18.8%) (18.3%) (5.5%) (4.6%) (1.9%) (1.2%) (0.7%)
254      34      66      48        33        8         16        16          20          13          

(100.0%) (13.4%) (26.0%) (18.9%) (13.0%) (3.1%) (6.3%) (6.3%) (7.9%) (5.1%)
257      31      111    40        30        19        13        4           8           1           

(100.0%) (12.1%) (43.2%) (15.6%) (11.7%) (7.4%) (5.1%) (1.6%) (3.1%) (0.4%)
355      47      146    66        34        17        13        19          9           4           

(100.0%) (13.2%) (41.1%) (18.6%) (9.6%) (4.8%) (3.7%) (5.4%) (2.5%) (1.1%)
976      114    400    189      120      52        36        32          27          6           

(100.0%) (11.7%) (41.0%) (19.4%) (12.3%) (5.3%) (3.7%) (3.3%) (2.8%) (0.6%)

2,788    365    1,090  521      358      154      116      86          70          28          
(100.0%) (13.1%) (39.1%) (18.7%) (12.8%) (5.5%) (4.2%) (3.1%) (2.5%) (1.0%)

京丹後市
計

峰 山 町

大 宮 町

網 野 町

丹 後 町

弥 栄 町

久美浜町

 
 ※農業経営体 販売農家（総数）の数値 

 資料：平成 17 年農業センサス（確定値） 
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⑫ 農産物 
京丹後市の農産物で水稲以外に作付け面積が大きいものとしては、大豆、小豆、日本なし

となっている。 

京都府全体の作付け面積、収穫量と本市を比較すると、果実において府の全体収穫量に占

める本市の割合が高い。特に日本なしの占める割合が高く、収穫量は府全体の 85.8%となっ

ている。ついで、メロンが 72.3%、ももが 65.3%となっており、果実の生産貢献が高いことが

分かる。 

表 2-53 農産物の作付面積と収穫量 

（単位：ha，t)

面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量 面積 収穫量

水稲 525 487 463 482 307 477 292 473 369 496 708 475 2,664 2,890 16.2 3.6

小麦 0 0 - - - - 0 0 - - 0 0 0 0 0.0 0.0

六条大麦 - - - - - - - - - - 4 3 4 3 8.7 4.1

かんしょ 9 140 6 91 8 132 6 87 19 313 13 212 61 975 22.3 22.9

大豆 11 13 18 22 4 4 10 10 8 9 92 119 143 177 19.8 20.4

小豆 27 17 16 10 6 3 12 6 13 8 63 35 137 79 19.9 17.6

ソルゴー - - - - 14 482 10 338 15 532 6 203 45 1,555 36.9 29.7

青刈りとうもろこし 0 0 1 44 6 272 6 279 1 46 2 91 16 732 25.4 28.6

牧草計 - - 0 0 60 2,460 48 1,970 5 219 1 43 114 4,692 44.9 43.9

だいこん 9 251 10 315 20 632 6 189 22 626 20 567 87 2,580 30.7 27.7

かぶ 1 38 4 104 0 9 0 9 17 467 7 121 29 748 16.3 11.8

にんじん 1 24 1 24 1 24 1 12 1 19 2 44 7 147 10.6 10.0

ごぼう 1 12 1 12 1 8 1 9 2 23 2 20 8 84 20.5 21.2

ばれいしょ 4 52 4 50 7 87 4 50 3 39 7 98 29 376 9.3 10.4

さといも 7 92 8 93 3 45 3 38 3 42 12 171 36 481 29.3 35.4

はくさい 4 167 6 215 3 142 2 86 2 102 5 223 22 935 12.9 14.9

キャベツ 5 137 13 463 4 102 2 57 3 79 9 280 36 1,118 12.1 11.1

ほうれんそう 2 24 1 17 1 14 0 6 0 5 4 49 8 115 2.4 2.1

ブロッコリー 1 11 2 11 2 15 4 29 1 6 1 10 11 82 39.3 29.9

レタス 0 1 2 18 0 1 0 1 0 1 1 6 3 28 7.3 5.5

ねぎ 2 48 2 43 2 47 1 29 1 29 6 120 14 316 5.7 4.9

たまねぎ 5 103 10 410 7 219 2 45 3 58 4 93 31 928 26.1 26.4

きゅうり 2 50 4 126 2 38 1 21 1 25 5 118 15 378 8.9 6.2

かぼちゃ 5 80 4 56 3 48 3 38 4 44 10 164 29 430 29.6 30.9

なす 4 120 3 97 1 29 1 27 2 55 4 136 15 464 7.2 3.5

トマト 4 88 3 71 2 70 2 38 2 32 10 395 23 694 13.7 10.7

ピーマン 1 17 1 23 1 9 1 16 1 13 2 44 7 122 9.5 6.5

スイートコーン 0 1 2 7 0 1 1 4 1 2 2 8 6 23 10.0 7.2

さやいんげん 1 8 2 14 0 3 2 10 1 7 3 23 9 65 9.8 12.4

さやえんどう 1 6 1 5 2 7 1 3 1 3 3 15 9 39 8.7 7.1

えだまめ 3 15 2 7 0 1 0 1 4 21 16 75 25 120 13.4 10.3

いちご 1 7 1 7 0 2 0 2 1 6 1 6 4 30 8.3 5.6

すいか 4 76 4 75 12 286 3 63 3 60 9 220 35 780 42.2 44.3

メロン 2 17 2 16 12 209 1 11 1 12 15 226 33 491 68.8 72.3

京菜
（水菜，壬生菜）

9 81 1 10 0 1 16 141 3 22 19 158 48 413 27.7 11.1

りんご 0 0 - - 0 0 0 0 1 7 2 4 3 11 33.3 23.9

ぶどう 1 5 3 1 6 29 1 1 4 15 18 122 33 173 37.5 27.0

日本なし 0 3 - - 26 530 0 0 3 17 72 1,330 101 1,880 84.9 85.8

もも 0 1 - - 6 34 4 21 2 11 23 123 35 190 76.1 65.3

うめ 1 2 2 3 1 3 1 3 2 4 4 10 11 25 12.6 9.9

かき 7 30 3 13 6 28 5 15 5 20 19 102 45 208 19.2 13.7

くり 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 1 3 1 0.5 0.2

峰山町 久美浜町弥栄町丹後町網野町 市/府（％）合計大宮町

 

 資料：平成 15 年作付面積調査及び収穫量調査（京都農林水産統計年報 平成 14～15 年） 
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⑬ 耕作放棄地 

耕作放棄地については、平成 2 年から平成 7 年にかけては農家数、面積ともに減少してい

るが、平成 12 年では増加している。平成 12 年の耕作放棄地の面積は 208ha で、耕作放棄率

は 5.2%である。地域別では網野町や丹後町で耕作放棄をした農家数の割合、耕作放棄地の割

合が高くなっている。 

表 2-54 耕作放棄地 

農家数 割合 面積 割合 農家数 割合 面積 割合 農家数 割合 面積 割合
(戸) (%) (ha) (%) (戸) (%) (ha) (%) (戸) (%) (ha) (%)

峰 山 町 190     22.3    21      2.9     238     30.9    29      5.3     197     36.7    25      4.2     

大 宮 町 180     23.6    22      3.2     190     28.6    23      3.5     140     33.2    19      3.3     

網 野 町 158     28.9    32      5.7     218     42.2    42      7.5     103     39.9    22      4.7     

丹 後 町 257     42.8    34      7.3     257     47.7    33      7.5     108     41.5    16      4.1     

弥 栄 町 127     19.1    16      2.9     160     28.2    18      3.2     91       25.1    10      1.8     

久美浜町 396     24.4    55      4.3     500     34.0    63      5.0     316     31.7    48      4.3     

京丹後市
計

1,308  25.9    178    4.2     1,563  34.5    208    5.2     955     33.7    140    3.8     

平成7年 平成12年

耕作放棄した農家 耕作放棄地耕作放棄した農家 耕作放棄地

平成17年

耕作放棄した農家 耕作放棄地

 

 ※平成 7・12 年は総農家、平成 17 年は農業経営体（総数）の数値 

 資料：農業センサス（確定値） 

耕作放棄地とは、所有している耕地のうち、過去 1 年以上作付けせず、しかもこの数年の間に再び

作付けする考えのない耕地をいう。転作のため休耕している耕地で、今後作付けする考えのある耕地

は含まない。 

耕作放棄地率： 耕作放棄地面積÷（耕作放棄地面積＋経営耕地面積）×100 
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（３） 観光農園・農産物直販所等 

本市の主な観光農園や農産物直販所などについて、以下に概要をまとめる。なお、以下に

ついては有人の直売所のみであり、市内にはこれ以外に無人直売所も多数存在する。 

表 2-55 京丹後市の観光農園・農産物直販所等 

名 称 概  要 

天女の里 

（峰山町） 

宿泊交流施設として農家を模した純和風のコテージには囲炉裏があり、

懐かしい故郷に帰ったような本物のくつろぎが実感できる。また、オート

キャンプサイトやネイチャーゾーンのフリーサイトも完備され、アウトド

アと山里情緒が堪能できる。 

◆主な販売品目 

野菜、加工品、ハーブ、工芸品等 

ウッディいさなご 

（峰山町） 

林業振興と農村の地域活性化を図ることを目的に建設され、講演会や木

工教室の会場等として利用されている。 

◆主な販売品目 

工芸品等 

丹後温泉はしうど

荘（丹後町） 

丹後の名勝立岩のそばにたつ温泉宿。立岩を眺めながらの入浴や地引網

体験なども楽しめる。また、近隣のキャンプ場でアウトドアも楽しめる。

◆主な販売品目 

海産物等 

宇川温泉よし野の

里 

（丹後町） 

森林の香りと海の爽やかな風が混在する宇川温泉よし野の里は、自然の

恵みに囲まれた宇川の魅力を満喫する施設となっている。 

◆主な販売品目 

野菜、果樹、工芸品、海産物等 

丹後あじわいの里 

（弥栄町） 

手作りパンやソーセージ、ピザ工房、売店、バーベキューハウスなど味

覚にまつわる楽しみが詰まったテーマパーク。 

◆主な販売品目 

野菜、果樹、加工品、工芸品、海産物等 

くみはま 

SANKAIKAN 

（久美浜町） 

町内各地の特産物などを一堂に集めて販売したり、地域の情報を紹介し

たりする交流施設となっている。 

◆主な販売品目 

野菜、果樹、加工品、工芸品、海産物等 

奥山自然体験公園

（久美浜町） 

自然に囲まれ、日常から開放された時間を満喫できるキャンプ場。バン

ガロー・テントサイト・炊事棟・ラウンジ等の設備が充実している。 

◆主な販売品目 

野菜、加工品、海産物等 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2-31 丹後あじわいの里      図2-32 天女の里で販売されている商品
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表 2-56 京丹後市の直販所 

農産物直売所名 形態 所　在　地 市町 都市農村交流の実施 開設期間 開設時間 頻度 曜日

1 峰山の朝市 直売所（有人） 峰山町荒山 峰山 × 4月～12月 AM7：00～AM8：30 週1回 土曜日

2 ふれあいサロン朝市 直売所（有人） 大宮町河辺公民館前 大宮 × 3月～12月
AM8：00～AM11：00
（6～8月～AM10：00）

月1回 日曜日（第4）

3 ひまわり会 直売所（有人） 大宮町谷内畔蔵前 大宮 × 4月～12月 AM7：00～AM10：00 週1回 土曜日

4 楽農くらがき朝市 直売所（有人） 大宮町奥大野地内 大宮 ×
4月～12月（第2・4日曜日）
7月中旬～8月中旬は毎週

AM8：00～AM9：00
4月～12月（第2・
4日曜）

日曜日（第2.4又は
毎週）

5 とれとれ100円市場 直売所（無人） 大宮町明田 大宮 × 7月～11月 AM7：00～PM5：00 毎日 －

6 朝市グループ 直売所（有人） 大宮町善王字公民館前 大宮 × 4月～12月 －
4・5月第2土曜日
6～12月毎週

土曜日

7 井幸農園 直売所（有人） 網野町木津 網野 × 7月～3月 AM8：00～PM8：00 毎日 －

8 高谷農園 直売所（有人） 網野町菜古 網野 × 年中 AM8：00～PM6：00 毎日 －

9 辻農園 直売所（有人） 網野町木津816-1 網野 どちらでもない 7月～9月 AM10：00～PM4：00 毎日 －

10 小松農園 直売所（有人） 網野町浜詰 網野 × 6月～3月 AM9：00～PM5：00 毎日

11 松本好弘農園 直売所（有人） 網野町木津 網野 × 7月～12月 AM8：00～PM6：00 毎日 －

12 奥村農園 直売所（有人） 網野町木津1145 網野 どちらでもない 7月～8月 AM9：00～PM4：00 毎日

13 谷芳農園 直売所（有人） 網野町小浜545 網野 どちらでもない 3月中旬～2月中旬 AM9：30～PM5：00 毎日 －

14 たんご朝市 直売所（有人） 網野町網野367 網野 × 年中 AM8：00～AM10：00 毎週 日曜日

15 愛菜館 直売所（有人）
弥栄町鳥取123
丹後あじわいの郷ゲート前

弥栄 × 年中
AM9：00～PM5：00
12月～2月 ～PM4：00

毎日

16 朝市の会 直売所（有人） 丹後町竹野313-1 丹後 × 年中 AM8：00～正午 週2回 日，土曜日

17 やさか花の郷 直売所（有人）
弥栄町吉沢国営開発農地
上野団地内

弥栄 ×
3月～7月
10月～12月

AM9：00～PM5：00 週6回 月曜日を除く

18 やさかの朝市 直売所（有人） 弥栄町溝谷5446 弥栄 × － AM9：00～AM11：00 週1回 日曜日

19 山下農園 直売所（有人） 久美浜町平田870 久美浜 × 7月～12月 AM8：00～PM6：00 毎日 －

20 白岩栄一農園 直売所（有人） 久美浜町平田1361 久美浜 × 7月～11月 AM8：30～PM8：00 毎日 －

21 米田農園 直売所（有人） 久美浜町箱石 久美浜 どちらでもない 6月～12月
AM8：00～PM6：00
11月  ～PM5：00

毎日

22 家城農園 直売所（有人） 久美浜町箱石 久美浜 × 7月～12月 AM9：00～PM6：00 毎日 －

23 いえき農園 直売所（有人） 久美浜町三分 久美浜 × 7月～12月 AM8：00～PM6：00 毎日 －

24 白一農園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 7月～12月 AM8：00～PM7：00 毎日 －

25 フルーツ大道 直売所（有人） 久美浜町大井 久美浜 × 8月～10月 AM8：00～PM8：00 週7回 土・日曜日

26 イエキ農園 直売所（有人） 久美浜町三分 久美浜 × 7月～12月 AM8：00～PM6：00 毎日 －

27 果実の家 直売所（有人） 久美浜町箱石 久美浜 × 7月～11月 AM8：00～PM5：00 毎日 －

28 高田靖夫農園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 7月～12月
AM8：00～PM6：00
7～9月のみ～PM7：00

毎日 －

29 西垣農園 直売所（有人） 久美浜町三分 久美浜 × 7月～11月 AM8：00～PM5：00 毎日

30 久美浜町観光振興会 直売所（有人） ＫＴＲ久美浜駅舎 多目的ホール 久美浜 × AM9：00～正午 週1回 日曜日

31 牧野農園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 7月～12月 AM8：00～PM8：00 週7回 －

32 白岩弘農園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 8月～12月 AM8：00～PM7：00 週7回 －

33 能勢肇農園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 8月～12月 AM10：00～PM6：00 週7回 －

34 ○（えん）の会 直売所（有人） 丹後町久僧1562 丹後 ○ 年中 AM10：00～PM9：00 週6回
日，月，火，水，金，
土曜日

35 白岩孝之助農園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 8月～12月 AM8：00～PM7：00 週7回 －

36 白岩功果園 直売所（有人） 久美浜町平田 久美浜 × 7月～3月 AM7：00～PM8：00 週7回 －

37 菜○野果市（さわやかいち） 直売所（有人） 久美浜町浦明1709 久美浜 × AM9：30～PM6：00 毎日 第2木曜定休  
 資料：農業改良普及センター，京丹後市ホームページ 
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 市内直販所マップ 
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（４） 組織等 

① ふるさと加工品組織 

現在、市で把握しているふるさと加工品組織は、全部で 14 グループあり、うち 1つが有限

会社、うち 9つがグループ、うち 3つが個人となっている。販売方法は直売所や卸売販売と

なっており、ほとんどが地域内もしくは府内を販売先としている。 

表 2-57 ふるさと加工品組織 

地域内 府内 府外

（有）酪ママ工房

・有人直売所
・卸売販売
・委託販売
・宅配便販売

有限会社 3 網野町小浜 ・食品加工 60 20 20

ひふみやグループ
・特約店販売
・その他（エーコープあみの）

グループ 4 網野町俵野 ・食品加工 100 0 0

スイス村せんべい
製造吉野基地

・無人
・卸売販売

その他 10 弥栄町吉野 ・食品以外の加工 90 10 0

弥栄町のま山菜の会 ・ＪＡ グループ 6 弥栄町野中 － － － －

五箇田庭みどり会 ・地域のイベントでの販売 グループ 13 －
・農業生産
・食品加工

100 0 0

越江雅夫 ・有人直売所 個人 4 久美浜町女布 ・食品加工 100 0 0

ファームガーデン空詩土
・青空市場
・卸売販売

グループ 3 網野町島津

・農業生産
・食品加工
・流通と販売
・都市との交通

90 10 0

とま工房 ・卸売販売 個人 4 久美浜町小桑
・農業生産
・食品加工

－ － －

天女の里協力会
（旧峰山町ふるさと
 産品研究会）

・委託販売
・イベント販売

グループ 9 峰山町鱒留 ・食品加工 100 0 0

やまゆりグループ ・卸売販売 グループ 4 久美浜町尉ヶ畑
・農業生産
・食品加工

100 0 0

三重生産グループ ・特約店販売 グループ 6 大宮町三重 ・食品加工 0 100 0

手造りあしぎぬこんにゃく ・直売所 グループ 8 弥栄町木橋 ・食品加工 100 0 0

Ｔ.Ａすいせんグループ
・青空市場
・卸売販売
・委託販売

グループ 10 丹後町徳光
・食品加工
・流通と販売

99 0 1

タケチャンファーム
・直売所
・宅配便販売（インターネット
以外の販売法）

個人 4 丹後町大山 － 30 0 70

構成員

（人）

販売先割合（％）
名　前 販売方法

開設主体
の形態

所在地
開設主体の
持つ事業

 

   出典：市資料 
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② 認定農業者 

認定農業者制度は、農業経営基盤強化促進法に基づき、市が地域の実状に応じて効率的・

安定的な農業経営の目標等を内容とする基本構想を策定し、この目標を目指して農業者が作

成した農業経営改善計画を認定する制度である。 

平成 17 年 11 月現在の市内の認定農業者数は 10 であり、経営内容は水稲が多い。 

表 2-58 認定農業者 

認定農業者名 所在 認定年月日
経　営　概　要(単位:a・頭・羽，作業受託：主要3

作業延べ面積÷3）

（有）常吉村営百貨店 大宮町常吉 H14.9.2 水稲123，露地野菜6，えごま他49，作業受託205

（有）丹後路たにうちファーム 大宮町谷内 H14.9.2 水稲123，露地野菜6，えごま他49，作業受託205

（農）日本海牧場 網野町生野内 H12.9.1 田101，畑1388，繁殖和牛59，肉用牛80

（有）フルーツ王国やさか 弥栄町木橋 H17.3.4 畑760，桃130，ぶどう170，梨220，りんご80

（有）くらぶ・ふぁーまぁー 弥栄町溝谷 H16.3.10 田550，水稲400，みず菜29，そば100，作業受託170

（有）久美浜観光園 久美浜町丸山 H15.8.6
田1200，畑130，水稲1200，露地野菜100，豆類400，
作業受託833

（有）久美浜商事 久美浜町佐野 H15.3.5
（田2040，畑200，水稲1500，黒大豆500，露地野
菜，施設野菜，作業受託，畜産）計画

（農）百姓王国 （和束町字杣田小字杣ノ谷） H16.10.25 田30，畑1700，茶1730，作業受託:茶賃加工4000kg

（有）楽農らくがき 大宮町奥大野

（農）田吾作

                  

平成 17 年 11 月 14 日現在 
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③ 農作業受託組織 

市内の農作業受託組織は全部で 35 あり、内容は米や大豆、黒大豆、小豆となっている。 

大宮町や丹後町、久美浜町で農作業受託組織の数が多い。 

表 2-59 農作業受託組織 

農作業受託組織等名 市町村名 地域名 作　物　名

五十川小町ファーム 大宮町 五十河 －

谷ヶ奥農事組合 大宮町 周枳 －

久住農事組合 大宮町 久住 －

新宮コンバイン受託組合 大宮町 新宮 －

（有）常吉村営百貨店（H9.8） 大宮町 常吉 米

小町の里地域農場づくり協議会受託部会 大宮町 小町の里 米

（農）楽農くらがき（H14.7） 大宮町 奥大野 米

（有）丹後路谷内ファーム（H9.4） 大宮町 谷内 米

岩木営農組合 丹後町 岩木 ソバ

是安農事組合 丹後町 是安 －

矢畑栄営農組合 丹後町 矢畑 －

豊栄担い手組合（H11.10） 丹後町 竹野川 米，大豆，小豆

竹野担い手組合（H12.3） 丹後町 竹野間人 米，大豆

丹後えーのお組合（H16） 丹後町 竹野 米

竹野農事組合 丹後町 竹野 飼料

菅受託組合 峰山町 菅 －

新山地域農作業受託組合（H6.9） 峰山町 新山 米

五箇営農組合作業受託部 峰山町 五箇 米，大豆，小豆，黒大豆

有志による共同体 弥栄町 船木 －

くらぶふぁーまぁー（有） 弥栄町 外村 －

吉野農家組合 弥栄町 吉野 －

川上地域農場づくり協議会（H7.3） 久美浜町 川上 米

川上南部営農組合　田吾作　黒豆部会 久美浜町 布袋野 黒大豆

海部南部地域農場づくり協議会（H13.8）久美浜町 海部南部 米

市場営農組合（H12） 久美浜町 市場 麦，黒大豆

金谷農家組合 久美浜町 金谷 黒大豆

新庄営農転作組合 久美浜町 新庄 －

橋爪農会 久美浜町 橋爪 黒大豆

品田営農組合 久美浜町 品田 黒大豆

丸山農会 久美浜町 丸山 麦

平田営農組合 久美浜町 平田 －

三分営農組合 久美浜町 三分 黒大豆

甲山営農委員会 久美浜町 甲山 麦

浦明機械利用部 久美浜町 浦明 －

鹿野機械組合 久美浜町 鹿野 －  

出典：市資料 

 

④ 地域の組織数 

農産物の販売やボランティア活動、自然動植物の保護などの集落別の組織数は、中山間地

の集落で組織数 7以上の集落が見られ、一方、市街地に近い集落では、組織数が 0の集落が

多くみられ、中山間地では集落の組織活動が盛んに行われ、都市的な地域ほど集落活動があ

まり行われていない状況が伺える。次ページに状況図を添付する。 




